
鉱石山～朝倉山と白毛門 雪山体験講習報告書 

【行動日】 2018.12.15(土)～16(日) 

【参加者】 CL 柘植、SL 江橋、尾崎、飯田、清野、金令姫(記録) 

【行程】 

12/15  旧桜川温泉ふじやまの湯(駐車)10：10→朝倉山 12：30→鉱石山 13：05→14：20 駐車場 

12/16  土合駅 7：35→白毛門駐車場 7：45→11：30 松ノ木沢ノ頭 11：45→白毛門駐車場 13：30 

    （ワカン歩行体験 40 分）→14：20 土合駅 

 

【内容】 

いよいよ冬山始めである。関越自動車道から赤城山が見え始めると、冬のフィールド上信越である。

今回は冬山講習の一環で一日目は軽いハイキングで朝倉山、2 日目がメインである白毛門でのワカン歩

行訓練という予定だ。まずは無事上里 SA で全員合流し、上州武尊山のお膝元エリアにある朝倉山を目

指すが、チラチラと白いものが降り始める。登山口近くまで来てしばし戸惑う場面もありつつも、取り

敢えず 10 時頃には出発。フカフカの降りたての雪のバージンロードが私達を待っていた。昭文社の山

と高原地図によると鉱石山は載っているが、我々が向かう朝倉山というのは登山コースではないようだ。

線のない道、つまりはバリエーションルートというものを初体験というわけだ。鉱石山までの道は親切

すぎるほどに印があり、迷うことはなかった。 

  

かなり迷ったが無事出発           軽いハイキングのつもりが本格雪山に 



  

    トレースはないがルートは明確            先頭を交代しながら進む 

時々ポツポツある簡易トイレが妙に不気味で、こんなんではトイレがあっても使う気になるのだろうか

と余計な事を思ってしまった。鉱石山山頂手前より脱線していよいよ朝倉山に向かうが、雪の下は笹薮

であった。雪のおかげで藪漕ぎにはならないが、要するに雪藪である。雪藪を乗り越え 2等三角点らし

きものを発見したが、標識はない。うーん、明確な証拠写真は望めない環境を悟る私。バリエーション

ってこういうものなのでしょうかね。下山は往路をピストンだったので、たんまりとフワフワの雪を踏

む事を楽しみました。 

  

鉱石山手前より朝倉山を望む              雪の被ったヤブ道を進む 

  

    山頂標識もない朝倉山の山頂       再び戻って今度は鉱石山の山頂（ここは標識あり） 

 

2 日目、道の駅みなかみの快適な宿泊スペースにて 4 時半起床。比較的優雅に朝食を頂き、撤収後は土

合駅に移動。運良く二台とも良きスペースが空いており、安堵。10 台も停まれないスペースにラッキー

であった。土合駅見学もしつつ準備をして、7時半頃出発。 



  

上越線踏切先から快晴の白毛門を望む          白毛門駐車場からスタ－ト 

以前に訓練で一度だけ白毛門に来たが、ほんの少し登っただけなので、今回はバテないか緊張する。 

なんせ急坂登り一本調子で岩と根っこが行く手を阻むルートである。そして一度、その根っこにアイゼ

ンを引っ掛け転げ落ちた事を思い出す私。まずはノーアイゼンでスタート。天気は快晴で空は青い。次

第に隣の谷川岳が見えると、皆しばし足を止めて見惚れていた。前日の鉱石山とは違い、白毛門はほと

んど道しるべが発見出来なかった。ルートは先行者のおかげで踏み固められていたが、最初にトレース

つける人はどうしているのかな････？とそんな事を考えながら、苦しさ⁈を紛らわしていた。 

  

谷川岳が姿を現す               トレースはあるがとにかく急傾斜 

  

   ワカン歩行訓練のはずがツボ足で進む        上部でアイゼン歩行に切り替える 

登れば登るほどに斜度がキツくなり、いよいよワカンではなくアイゼンの登場。前日にリハーサルをし

ておいたお陰で全員スムーズに装着し、松の木沢の頭に向けて最後のスパートをかける。いつしか周り

の森林もなくなり視界が開けると目の前に白毛門の頂上が見え、ようやく目的地に到着した。 

前方には巨大な滑り台の向こうに白毛門があり、向かいには谷川岳に一の倉沢。ずっと遠くをみると赤



城山、上州武尊山、日光白根山と名だたる山々が見えて、今までの疲れが一気に吹っ飛んだ。いやはや、

本来は白毛門の頂上を目指すはずだが、巨大滑り台の前に私の気力は脆くも崩れ去り、充分堪能、お腹

いっぱいであった。薄曇りながらもパノラマを楽しみ名残を惜しみながら、下山。急降下の斜面をおっ

かなびっくり下ってゆく。下りが苦手なので怖い所は何度もお尻で滑る有様。下山するとお待ちかねの

初ワカン体験の時間になり、登山口近辺の平らな所でワカンを装着し近くの斜面に突っ込んでゆく。 

スノーシューと比べ、やはり足は軽く浮力はやや劣るが、思ったより歩きやすい。実際に雪山登山の時

はやはりワカンの方が使い勝手はよいかもしれないと一人で納得する私。思いのほか、雪に恵まれ素晴

らしい雪山初めになりました。リーダーの柘植さんをはじめご一緒させていただきました江橋さん、清

野さん、飯田さん、尾崎さん皆様ありがとうございました。 

山行報告：金 令姫 

  

今日の GOAL の松ノ木沢ノ頭（背後は白毛門山頂）         谷川東面の全容 

  

     上州武尊方面をバックに             金さん下りは苦手？ 

  

         白 毛 門 駐 車 場 上 の 斜 面 で ワ カ ン 歩 行 体 験 


